
てつどうこう

(3) 古íj 2 J!g 以外の広告(織田道明)

てつどうこヨさL、かい 鉄道弘済会 国鉄の公傷退絞者， 氷

年勤続した退職者ならびにその家族または泣族およびじゅん可能

者の巡族を救済するために昭和 7 ・ 9 ・ 25 設立された財団法人(床

次竹二郎 5 千円出摘)。終戦後， 昭和 24 ・ 5 ・ 9 寄附行為を改正し

て一般の生活困窮者のための社会事業をも併せ行う こととした。

本部， 東京都台東区。本会の営む事業は， (1) 職業の再教育，

生業祁l導または授産場の経営， (2) 生計扶助，教育政援助およ

び生産資金の貸付， (3) 生青|必需物資の生産，修理加工および

j仮売事業， (4) 鉄道従業員の生活安定または向上にEをする事業，

(5) 鉄道旅客に対する{史益地進に資する事業とし，現在下記を

行ってい る。

1 社会稲祉事業 ( 1 ) 身体障w者福祉事業験場の提供，

洋裁， 木工， 金物加工等の職業補導， 生活の援護， 公傷者団休

の助成， 義肢装置の製作修理(東京 ・ 大阪 ・ 鳥栖 ・ 札幌)等。

(2\ 授}盗事業東京都をはじめ全国主~!自に直営授産場を設立

ー一一( ( 93一一一

組織に!関する告示)により主たる事務所として鉄道公安本部，

従たる事務所 と して * 鉄道公安部が設置されている。この場合

の事務所は， 日本固有鉄道法第 4 条にいうところの事務所とは

J凡なる。すなわち 日本国有鉄道組織規程上の組織ではない。日

本固有鉄道本社の 1 組織として公安本部が置かれているがこれ

が主たる事務所の鉄道公安本部として鉄道公安職員の主主査に関

する職務および鉄道司法答祭に関する職務を掌理している。し

かしこのことは告示上の事務所としての職務を遂行するのであ

って日本国有鉄道組織規程上の事務を分掌するものではない。

したがって鉄道公安本部の構成員は公安本部の職員がこれにあ

たっているが身分は国鉄の職員に変りなく原則的には国鉄の業

務に従事するものであり，鉄道公安木部の職務を行う場合にの

み鉄道公安本部員としての俊能を発 jll1 するわけである。(山口

武夫)

てつどう ζ うこく 鉄道広告 鉄道の管座する駅，車両(自動

111を含む) ， 船舶， その他の建造物， 鉄道問地， 構内営業施設等

に掲出する広告の総称。現在，国鉄においては， その広告の掲

出される媒休または広告物の形態によって，つぎのように分類

している。

1 普通広告

比較的に掲出媒休もまたその広告牧lの規絡も統一されている

もので， これには F記のようなものがある。

極類 規絡

(1) 駅ホ.スタ ー

(2) 駅告白面

(3) 電車ポスタ ー

(4) 電車傾国

(5) 答Ifiポスタ ー

(6) 答I巨額面

(7) 客車く しけた鎖国

B ~1j 2 番

'
r
'
'
'
'
F

F
 

'
'
'
'
'
'
'
'
 

1

4

n

d

q

u

q

J

n

d

q

d

q

u

q

o

 

(8) 船舶額面

(9) 気動車ポス ター

(旧) 自由~ 1ドポスタ ー

(11) (,,( 動車後部額面

(11) 船舶ポスタ ー

A~1j 3 " 

3 " 

B ~IJ 2 " 

2 特種広告

掲出される広告物の形状が区々で，また掲出媒体も一定でな

いものであるが， 一応つぎのように区別している。

(1) 特極傾而

(2) 建値板

し， 多岐にわたる作業種目を営んでいる。 (3) 児輩福祉事業

虚弱児童を対象とする夏J羽生活学校の開設や母子寮(函館)，保

育所(和歌山)の設置ïo (4) 育英事業 学資金の貸付や東京育

英高等学校の助成等。 (5) その他生活保護事業， 旅行者保護事

業等。

2 収益事業 駅鱗内営業を行っており ， 立売 ・ 売店を主と

し， その他喫茶， 靴磨， 赤帽， 携部品一時預り等を営んでいる。

その収益が社会柄祉事業維持の源泉であり ， 同時にその蛍業が

旅客公衆の利益の地進を目的と している点で一般染者のそれと

趣きを具にしている。

3 その他 職場の拡!l&と事業資金獲得のために各種の生産

事業(たとえば印刷l工場，洗濯工場， 洋裁工場等)や保険事業，

広告事業を行っ ている。(中村英男)

てつどうこうじよう 鉄道工場 (笑) workshop 鉄道車両の

修繕が鉄道経営に切り離すことのできないものであることはい

うまでもなく ， これは原則と して鉄道付属の修繕工場で行われ

ることにな っているn 国鉄ではその所属の車両の検査，修繕，

改造などを中心とした業務を行うために， 全国 26 工場， 1 分工

場からなる欽道工場をもっている。

現在の鉄道工場は途く明治 5 年新橋 ・ 横浜問の開業当時， 現

在の大井工場の前身である新柄工場が， 告器械場の名称て・新橋駅

構内の 1 函に発足 して以来， 幾多の変遷を経て今日の姿になっ

たものである。最初は新線の開設に伴なう設備の 1 つとして新

設されたものが， 次第に機関車， 答"11 ， 貨車などの巡用にJlfJし

たさまざまの条件の変化や， 時代の要請な どによって整理， 統

合，改廃されて現在の数と配置に落事fいたものである。

現在全国約 41 ，900 名(うち技工手 32，000 名)の駿員を有し，

国鉄車両の全部と 1 1iflの自動車，船舶， 機械の修繕に関 して年

間約 430 億円の生涯をあげており，そのために敷地総面積約

6,600,000 m' ， 建屋総面積約 1 ，000 ，000 mヘ 機械約 17 ，000 台など

の設備を有している。

国鉄総榊上の鉄道工場はその地方組織，すなわち地方機関の

1 っとして，本社直弘'のもとに， 鉄道管理局， 地方資材部，各

1.大井工場 全 公

DC, 第一電車職場 V. 仕上職峨 リ 診療所
DC，.第二 " D . 電機" ヌ 空気圧縮機室
A 動力職場 W. 製材" ノレ 吏衣所，浴湯

S 鍛治" Z 営繕" ヲ サ/'I-"プラスト

B 製餓" R. óflJ材" 作業場

0 用品倉庫 イ 御料車庫 ワ木製場

H 迎搬職場 ロ 自動車両Z カ 111輪場

P 塗工" ハ集会所 ヨ，電車検査上家

0.. 予備品隊 二。本湯事務所 タ.木材乾燥室

L. 工具職場 ホ正門
レー 汽何控室
ソ会食所

M 旋盤" へ守衛室 シ給水タンク
K . 工}畿" ト 物資部l ネ アセチレンガス

F 鋳物" チ技能者養成所 発生総室




